
 資料２－６  

幼生定着量について  

１．幼生定着量（個体群構造調査）  
  定着板（100cm2）を用いた幼生定着量を把握し、その海域のシンクとしてのポ

テンシャルを推定する。  
 
（１）ミドリイシの定着量の変遷  

【H17 年度】  
   竹富島北礁、竹富島南沖礁、カタグヮー、マルグー西礁、小浜島東、新城島

下地西礁池で定着がみられず、石西礁湖全体でも 10 個体未満と低い。  
【H18 年度】  

タキドングチ南、カタグヮー、ウーラービシ、タナカノスニ、新城島下地西

礁池で定着がみられず、石西礁湖全体でも 10 個体未満と低い。  
【H19 年度】  

タキドングチ南、カタグヮーで定着がみられなかったものの、竹富島北礁～

嘉弥真島北礁縁～ヨナラ水路（北礁縁部）、黒島西沖で 10 個体以上の定着がみ

られた。  
【H20 年度】  

タキドングチ周辺、北礁縁部、西表島大富沖、黒島西沖で 10 個体未満の定着

がみられたものの、石西礁湖全体で定着がみられなかった。  
 
（２）ハナヤサイサンゴの定着量の変遷  

【H17 年度】  
   カタグヮー、ウーラービシでは定着がみられず、石西礁湖全体でも 10 個体未

満と低い。ただし、ヨナラ水路のみ 10 個体以上がみられた。  
【H18 年度】  

竹富島東礁、カタグヮー、ウラビシ東礁で定着がみられず、石西礁湖全体で

も 10 個体未満と低い。ただし、ヨナラ水路、嘉弥真島北礁縁で 10 個体以上が

みられた。  
【H19 年度】  

タキドングチ南、カタグヮー、ウラビシ西礁～黒島北沖礁～タナカノスニ、

クングチ沖で定着がみられなかったものの、ヨナラ水路、嘉弥真島北礁縁で 10
個以上の定着が維持。 

【H20 年度】  
石西礁湖全体で 10 個体未満に低下するとともに、アーサピー、竹富島東礁、

カタグヮー、シモビシ～マルグー、ウーラービシ礁池、クングチ沖では定着が

みられなかった。  
 




